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ムコとヨメ
娘と息子、なぜ違う？

「地域女性活躍チャレンジ講座」「地域女性活躍チャレンジ講座」2回講座　

１１/25(日)開催。参加者２２人。講座では、コミュニケーショ
ン力を高め、話し合いをより深めるために、内容を共有する「
書くこと（可視化）」の大切さ、質問の仕方、本当に困っている
ことを引き出す対話等を演習しながら学びました。
さらに、参加者から出された地域の課題（困りごと）について
どうしたらいいか、どの班も熱心に話し合っていました。班の
中で互いの信頼感がうまれ、本音で話せ、得るものが多い講座
でした。そして、アンケートでは全員が「大変良かった」との評
価でした。

2回目 「課題解決の会議で効果的な話し合いの進め方を知る」

9/16（日）開催。参加者25人。演習やグループトークの中
で、初めてのことはだれでも難しいこと、同じ話を聞いて
いても人によって解釈ややり方が違うことなど多くの気
づきがありました。それぞれの得意分野や経験を出し合
い、いろんな人材が存在していること、誰もが小さなリー
ダーシップを発揮できる。そのためには、お互いに力を出
し合える関係作りが大切であることなど、和気あいあい
と語り合い楽しく学びました。

1回目 「みんなが主役のまちづくり」

可視化することの
大切さ、話し合いの
進め方などとても
勉強になりました。
今後に生かしたい。

参加者アンケート
より抜粋　

他地区の方との
交流がとてもよかったし、
課題の整理、発想が

広がりました。

人はそれぞれの考え方が
あり決して同じでない。
言葉にすること、思考の
外在化などこれから生か
して行けそうです。
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みんなが
主役!!

講師：佐藤倫子さん
（福岡教育大学非常勤講師）

糸島女性支援プロジェクト事務局長

（一社）ファミリーサポート理事

市内で活動している女性のみなさんと地域リー
ダーに必要なコミュニケーション力や課題を発
見する力、解決する力などを学びました。 20th

 Anniversary

むなかた男女共同参画協議会は20周年を迎えました（2.3面に関連記事）



Messa
ge

記念誌：
20年のあゆみ

祝賀会

祝賀コンサート：Risty(リスティ)

　10月14日（日）にメイトム宗像の結工房で、むなかた男女共同参画協議会の20周年記念式典と
祝賀会を開催しました。
　初代の会長、山下さんの20年前の想いや会の立ち上げから関わった古賀さんの協議会への期待
などが述べられ、改めて身の引き締まる思いでした。
　式典での写真のスライドショーでは「皆、若かったね～」など微笑ましい会話が弾みました。また、
出来上がったばかりの20周年記念誌を披露。祝賀コンサートではサックスアンサンブルのRisty(リ
スティ)による楽しいトークと演奏で会場がなごみました。その後の祝賀会では、昼食を皆さんで取
りながら、一人一人想いをお話して頂き、20周年の記念事業を無事に終えることが出来ました。

初代会長：山下恵美子

　むなかた男女共同参画協議会の活動は、それぞれの母体を
もった活動をもつ代表の集まりから始まりました。そんな団
体が20年のあゆみをとめずにここまでこれた、その宗像の市
民の力に敬意と微力ながら携われてきたことに喜びを感じて
います。ここで出会った方々は私の宝です。これからも先輩や
同輩に力をいただいてここで学ばせて頂いたことを心に置き
とどめていきたいと思っています。
　20周年記念式典にお声をかけていただき本当にありがとうございました。  
          山下 恵美子（初代会長）
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会長挨拶：石橋文恵

むなかた男女共同参画協議会　
20周年記念事業

　～20年の歴史に思いをはせて～

式典の様子

20th Anniversary

　「20年のあゆみ」の作成については、１0年前に初代山下会長が「10年のあゆみ」を一
生懸命に作られていたのを見ていたので、次は私の番だと思っていました。今回、20年
を振り返ってみて、あらためて沢山の方々との出会いが私の宝になっている事。
　さかなまつり、食の文化祭、金海市との交流、出前まいまいカフェなどの思い出深い
活動が私の力になっていることを実感しています。これまでありがとうございました。 
         　　藤原浩美（編集長：2代目会長）


